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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
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１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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表１　データの分析結果
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
謝辞
　本研究におけるグループインタビューについて、快諾するにとどまらず、インタビュー
をふりかえりの場として主体的に活用した7名の実習生に、賛辞を呈するとともに感謝の
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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要　旨
　本稿は、大学におけるフィールドスタディ１）を通じた実習科目により、大学生の成長に
もたらされる効果について明らかにすることを目的とする。A実習に在籍する実習生7名
にグループインタビューを実施し、データの質的分析を実施し、17のカテゴリーに分けら
れ、それらを5つに統合化した。分析結果から、実習生らの学びの成果は、「地域実習を通
した学びの『変換』」「伝統知とロールモデル」の二つの枠組みによって示された。
＜キーワード＞：地域実習、フィールドスタディ、リフレクション、キャリア形成
１．はじめに
1.1  大学教育における地域実習の現状と課題
　平成24年に文部科学省より打ち出された「大学教育改革実行プラン」においては、大学
教育の質的転換に寄与するものとして、学生の「主体的な学び」を拡大する教育方法の革
新が挙げられ、参加型授業やフィールドワーク等を取り入れることが推奨されている２）。
このプランが実行されて以降、大学生が主体的に学ぶアクティブラーニングの重要性が叫
ばれ、その手法のひとつであるPBL（Project based Learning）の形式をカリキュラムに
とり入れ、地域活動科目を設けている大学は増加の一途をたどっている。
　しかし、大学教育としての地域活動に対し、その位置づけや実際の効果については、「教
育の方法論として取り組まれてきたという背景からか実践の蓄積に比して、研究はそれほ
ど進展していないという現状がある（松永 2016）」との指摘がある。
　大学教育としての地域活動をめぐる上述の現状と課題をふまえて、本稿においては、地
域活動を単位化され、地域実習として位置づけられている科目より、大学生にもたらさ
れる学びの効果に着目し、学生のキャリアデザインに役立つ地域実習の意義について検
討する。
1.2  研究の目的と課題
　1.1の節において述べた大学教育における地域実習の現状と課題をふまえて、本研究に
おいては、大学における地域活動を通じた実習科目により、大学生の成長にもたらされる
効果について明らかにすることを目的とする。
　地域実習は、地域の再生と創造が求められる時代の要請に応えるものであるが、実習で
得られた学びによる成長については、おもに大学教員や地域の受け入れ組織等の主観的な
印象によって認められることが多い。学生同士の多面評価についても同様に、その名の通
り各自で多面的に自己理解を深めることが可能である一方、主観的な評価によって評価に
バイアスがかかるリスクがある。実習生が評価されるというアプローチのみではなく、実
習生ら自身で地域実習によって得られた学びを自覚し、それをキャリア形成に生かしてい
かれることで、地域実習の学習効果が大きくなると考えられる。
　上記の現状をふまえ、本稿の目的のために取り組む手続きとして、①実習生らのリフレク
ションを軸にして実習活動を通して得られた実習生の学びについて言語化する、②言語化し
実習生の学びをふまえて、地域実習に求められる要素について考察するという2点の研究
課題を設定する。
２．調査の手続き
2.1  調査対象者の概要
　単位化されている地域実習であり、筆者が実習指導を担当しているA実習に在籍する実
習生を対象とした。
　調査対象者が所属する実習の活動内容は、環境、ジェンダー、多文化共生等の社会課題
を解決するための課題を取り上げ、種々の社会課題の解決に取り組むために参加体験型の
学びの場づくりを実践している。この学びの実践は、学校にとどまらず、行政、市民、企
業等あらゆる社会の構成要素を対象とする。したがって、意図的にアクティブラーニング
の手法が取り入れられているというわけではなく、実習分野そのものがPBLの形式に沿う
ものといえるのがA実習の特長である。
2.2  データ収集
　1～2年生の7名の実習生に対して、90分のグループインタビューを実施した。参加学生
には、事前に本研究の目的を伝えるとともに、①守秘義務を遵守し、個人が特定されないよ
う配慮すること、②データの分析結果とその考察等、発表内容については、協力学生以外の
全実習生に開示することを約束した。
　グループインタビューの方法を選択した理由は、地域実習はグループによってプロジェ
クトが進められるものであり、実習活動による学びの成果については、グループにおけ
るメンバー同士の相互作用によるところが大きいことである。グループインタビューの
特長として、話しやすさという観点から、「個別インタビューでは何も言うことがないと
思っている人が、他のメンバーの発言を聞いて、自分の意見を言い出せることがある（田
垣　2007：115）」というグループダイナミクスを生かした利点が挙げられる。地域実習
とグループインタビュー双方の特長を附合させると、グループインタビューの場そのもの
が、地域実習における日常的な文脈に即しているといえる。
　インタビューにおける筆者からの質問は、以下の視点にもとづいたものである。
①地域に出て実習を通して学ぶということで、講義系科目では学ぶことができない学び
　を得ることができたか（地域実習の意義、チームで実践することによる効果、他学年
　と協働することで学んだこと、多世代とのかかわり方、社会的スキルの獲得等）
②自身で「いちばん大きな発見や気づき」と思えたことは何か、それを実感したのはい
　つか、講義系科目からは得られない学びがあったか（イベントの企画運営のプロセス、
　実践の当日、ミーティングでの話し合い等の場面を通して）
③実習を通して気づいたことを、次の実践に生かせたか、または生かすことを考えてい
　るか
2.3  データ分析３）
　得られたデータについては、単位化して切り離したうえで、同種のエッセンスの内容を
抽出して集め、それを要約して見出しを付してカテゴリー化した。整理したデータを検討し、
ことばから窺える一定の傾向性を把握し、単位同士を関連付けてデータを統合した。
３．研究結果
3.1  データの統合化 
　得られたデータを単位化したところ87挙げられ、よく似たものをまとめて60単位とし
た。さらに、同種のエッセンスの内容のもの同士を抽出したうえで要約し、見出しを付け
たところ、17のカテゴリーに分けられた。見出しにもとづいて、グループ間において関連
のあるものを集め、5つのデータを統合した。
3.2  統合化されたデータの分析
　統合化されたデータは、①獲得し始めた社会人基礎力、②実習固有の文化、③指導力と主体
性の必要性、④A実習から描くキャリアデザイン、⑤見えにくい実習の効果の5つである。
各データから、実習生が得られた学びについて記述する。
3.2.1  獲得し始めた社会人基礎力
　「1．獲得し始めた社会人基礎力」については、インタビューにおける実習生らの発言量
が多く、実習生らにとって最も意義ある学びといえる。社会人基礎力について、各自が明
瞭に身につけられた自覚があり様子がうかがえる。
　「地域実習を通して得られたこと」においては、さまざまな体験ができ、自分たちで考え
た企画が実践できることに魅力を感じていることがわかった。
　下級生が実習を始めたばかりの頃は、「先輩の助言が行動に移せない初めての実践」に右
往左往し、「不可欠な初めてのイベント経験」の「プロセスを1回経験したら要領がつかめる」
という経験を通して、ようやく理解できるというふりかえりが聞かれた。下級生には過酷
な経験だったと思われるが、当人たちは逆に「ぬるま湯に浸かっていると何も生まれない
という不安」の方が勝っていることである。とにかく実践あるのみという「（3）『ぬるま湯
のカエル』の法則」４）を、みずから必須のプロセスだと考えているということがわかった。
3.2.2  実習固有の文化
　インタビューにおいて、これまでの実習経過において培われてきた「2．実習固有の文化」
という優れた実習の構成要素が浮き彫りとなった。これまでの実習の経過において、実習
生らが明瞭に語ったことのないトピックである。　
　A実習の下級生たちは、「自分たちほど、先輩たちを尊敬している実習はほかにない」と
明言し、上級生から勝るもののない財産・誇りとなる大きな学びを得られていると強調し
ている。一方、上級生もまた、自分たちも上級生が大好きであるといい、自他共に認める
絆を最も誇っている。したがって、「自分たちも、下級生から尊敬され、好かれる先輩にな
ろう」とする意識が醸成されたのであろう経過が見てとれる。A実習がかかわる専門領域
をふまえた学びという枠組みを考慮する必要がある一方で、「実習分野よりメンバーが大事」
という思いが強いことで、同学年・他学年同士で協働して実習にあたることができている
ことにつながっていると考えられる。
　もうひとつ挙げられるA実習特有の方針として、「○○をしたい人」というキャッチフレー
ズの存在が挙げられる。このキャッチフレーズは、新年度に上級生が1年生を実習に勧誘
するときや、実習においてイベントの参加者を募る際に用いられるものである。「キャッチ
フレーズを見直したら、全部当てはまる」という認識が聞かれ、明瞭なエンゲージメント
を掲げることが、実習のあらゆる側面で関係性を築くことに役立っていると推察される。
3.2.3  指導力と主体性の必要性
　上級生には、まだ発足して間もない実習組織の体制を確立し、それを次の代に引き継ぎ
たいという思いが強い。これは、代替わりしても実習運営がうまくいくように、地盤作り
をしてから引退したいという下級生に対する親心の表れである。
　一般的に、実習という学びの形式に不可欠とされる「主体的に学ぶ」という観点から、ミー
ティングにおける「発言力」というトピックが浮かび上がった。実習生らは、ミーティン
グのような多い人数で集まって話し合いをする場には、「絶対にある『話せる雰囲気』いう
もの」を誰もが感じており、下級生の一人から、「発言しても大丈夫な場だとわかり始めた
とき」があり、そのときから話せるようになったという感想が聞かれた。上級生もまた、
自身らの上級生が引退する際に、「発言力がついた」と評価されている。実習生らは、グルー
プにおける発言力」が高まることは、「複眼的な考え方ができて、多くのことができる力を
もつ」ことにつながると実感していることがわかった。
　一方で、年度当初は、「上級生の切羽詰まった状況」があり、それは下級生にも、「先輩
の切羽詰まった雰囲気を感じていた」と認識している。各々の立場において、余裕のなさ
や遠慮があった時期があり、互いに助言したり、質問したりすることがままならかった様
子がうかがえる。発言力が高まるように、上級生が指導力を発揮でき、下級生が主体性を
もつようになるには、一定期間を要すると考えられる。
3.2.4  A実習から描くキャリアデザイン
　A実習でかかわる分野は、国際機関で提唱されている社会の諸問題に対するアプローチ
であり、それにもとづく地域実習の体験は、「A実習における実践に仕事として携わる困難
さ」を実習生たちに感じさせるものである。下級生の一人より、「地域の人には二つの視点
があると感じている」という学びが提示され、ひとつは、実習生らに対する「『大学生だか
ら自発的ではないだろう』という地域の人の目」、もうひとつは、「仕事として課題解決の
活動をしている地域の人の視点」ということである。実際に地域の人から、「大学を卒業し
たら、あなたたちはこの活動をやめてしまうのだろう」という主旨の話をされ、「自分が今
後どうしたいのか他者に向けて発信する重要性」を感じ、その方法を模索しているとのこ
とである。
　一方で、A実習で取り上げられる分野の専門性について、「社会に出たときにA実習で学
んだことをどう変換するか」を「4．A実習から描くキャリアデザイン」を考え始めている
学生がいることがわかった。「学びを自覚的に変換し、将来の夢につながるものを見出す」「複
眼的視点をもって自分の引き出しをたくさん持ちたい」という単位化されたデータから、
実習生らが「（14）A実習からキャリアデザインを描く苦しみ」を抱えつつも実週の学びを
肥やしとしようとする前向きな姿勢がうかがえる。
3.2.5  みえにくい実習の効果
　統合化されたデータ4と強い連関が見られる要素として、「5．見えにくい実習の効果」
という不安が浮かび上がり、A実習がかかわる専門分野の実践の効果が測りづらく、実習
生らには即効性がないと考えられる。得られたデータ量が最も多く、実習活動を通して得
られたものが多い反面、自分たちの「学びの成果」ではない地域に対する「実践の成果」
について手応えが実感しにくい実習でもあることが窺える。
　A実習において扱われる分野は専門性が強い側面はあるものの、環境やジェンダー等さ
まざまな社会課題の解決に向けた目標を達成するための学び合いが軸となるため、その実
践の効果は即時性に乏しい。それゆえに、「実習成果の暗中模索」という状況下にあり、実
習生たちには不安、焦り、迷い、わからなさ等が入り混じった混沌とした思いが恒常的に
ある様子が見受けられた。「とても漠然として見えにくい実習」であるため、「闇に入って
いく感じ」「実習ならではの強みが不明」「実習後に必ず湧く『何をやっているのだろう』
という気持ち」に苛まれている状況がうかがえる。
４．考察および成果
4.1  結果の考察
　データ分析により、最も焦点を当てて考察すべき点は、大学生の学習のモチベーション
を高める要素はどのようなものであるかということであることが示されたと解釈しうる。
4.1.1  地域実習を通した学びの「変換」によるキャリアデザイン
　実習生たちは、A実習の分野について、「専門性に特化している」と普遍性の乏しさを指
摘し、各自のキャリアデザインを考えるうえで、ことに職業選択には直接的な影響をおよ
ぼすものではないだろうという感触を抱いているようである。しかし、A実習がかかわる
分野は、グローバルな視野にもとづいて、国内外における社会の諸問題をとらえる力が求
められるものであり、目標が掲げられている社会問題は多岐にわたっており、むしろ多く
の分野の職業において役立つ学びが得られると思われる。この齟齬は、実習における体験
学習をそのまま職業の形式に置き換えているのであろう実習生らと、自身の職務において
学びを活用しようとする筆者との視点の相違によるものであると推察される。
　
4.1.2  地域実習に不可欠な「伝統知とロールモデル」
　A実習の固有の文化については、「これまでの実習の歴史で引き継がれたDNA」と単位
化されたデータに示されたように、すでに引退した上級生に備わっていた下級生から尊敬
される姿勢や、実習組織の基盤となりうる「伝統知」といえるものが残されてきた成果に
よるものと推察される。この成果は、実習生らにとっては、学びというよりもむしろ努力
してきたこと、築いてきたものということになると考えられる。実習活動の内容やレベル
を充実させるためには、他学年同士の協働が大きく作用されることを、学生は実践知とし
て身につけている様子がうかがえる。上級生は下級生の手本となること、下級生は上級生
の姿をみて尊敬し学ぶことを、互いに自覚している実習風土が、地域実習の学びの成果を
大きなものにする要素であると考えられる。
4.2  考察から吟味しうる研究成果
　統合されたデータの分析から、地域実習は、実習生らがキャリアデザインを描き始め、キャ
リア形成を図るうえで、重要な糸口となるカリキュラムであることが示された。
　A実習の分野が実習生にとって「実践の効果がみえにくい」と認識されるものであっても、
実習に対する意欲を維持しうる要素が実習組織の基盤として存在していれば、みのり多い
実習活動を持続することが可能であると思われる。
　本調査を通して、大学教育における学生主体の地域活動に対しては、一般的によく用い
られる「フィールドワーク」とは峻別し、「フィールドスタディ」という視点から、その意
義や困難さを完投する必要性を認識することができたと考える。現地調査を中核的な目的
とするフィールドワークとは異なり、フィールドスタディは、自分たちの地域の諸問題に
ついて現地に身をおくことを通して理解し、さまざまな体験学習を通して自らの問題意識
を高めることを目的とするものであると定義しうる。
　なお、グループインタビューの技法に関して、下級生より「発言しても大丈夫な場だと
わかり始めたとき」があったという発言があり、時間軸の一点をとらえる必要性が見出さ
れたため、「それは、いつ頃か」と、事実質問５）を用いて背景をつかむことを試みた。その結果、
該当学生からは、「あまり覚えていない」返答が得られなかったが、上級生のひとりが、「絶対、
後期からに違いない」と、確信をもったように強調してその学生に問いかけ、その理由と
して、「自分たち（上級生）が、下級生に向けて指導できるよう余裕が出てきたのがその頃」
ということが挙げられた。地域実習の成果を検討するための背景をつかむために、さまざ
まな技法を活用することが有効であると思われる。
５．今後の課題
5.1  実習教育の課題
　実習活動における各自のふりかえりは十分にみられる一方で、地域の人々とのかかわり
からの学びについては、おもに年配者とかかわる際の態度面にふれられるにとどまった。
実習分野から専門性よりも、実習メンバーとの関係や社会的スキルの獲得に価値をおいて
いる側面も認められる。しかし、実践における思考力、企画する力、ソーシャルスキル等
については、実習生らが明瞭に自覚しうる学びの成果であったとしても、実習においては
当然のように得られるものであるともいえる。
　一方で、「専門性」という側面については、実習生らには「効果をつかみにくい」実習を
しているという焦りや不安がある。地域実習科目を設定するうえでの実際的な側面として、
①大学が所在する地域の諸課題に対し、大学としてどの領域に対しても等しく協働によっ
てかかわる、②ひとつの分野の地域活動から学ぶ実習組織が構成されるということが挙げら
れる。こうした側面をふまえると、一般的に大学生が「効果をつかみにくい」と感じる分
野の課題に対しても、地域の関係者（ステークホルダー）とともに働きかけることが求め
られる。
　上述した地域実習の課題をふまえ、今後の実習においては、実習でかかわる専門分野の
内容に応じて、「実習の学びの成果を測る」ということについて、学生たちが実践し、「変換」
できるように、教員が働きかけをすべきであると思われる。そのうえで、実習生らが今後
出会う実践者等とのかかわりから自身の将来像を描くことができ、自己実現のためのキャ
リア形成が図られる機会を得られるように働きかけることが必要だと考える。
5.2  研究における課題
　本稿では、グループインタビューによって得られたデータについて、質的な方法を用い
て分析することで、地域実習のもつさまざまな意義や課題を言語化でき、一定の研究効果
を見ることができたと思われる。
　一方で、今回はA実習を対象としたが、大学が所在する地域における大学生のフィール
ドスタディの形態は多種多様であり、かかわる分野の性質がA実習とは大きく異なる実習
がある。たとえば、地域経済に携わる分野の地域実習であれば、A実習とは対照的に、具
体的な企画による数字的な何らかの成果が学びの成果の指標の一部となっていることも考
えられる。その場合、本稿と同様の研究手続をとると、「目に見える数字的な成果が実習の
学びの成果」という短絡的な研究結果に陥る恐れがある。
　したがって、本稿の研究成果は、汎用性の面では十分とはいいがたい。しかし、地域実
習の多様性をふまえると、複数の対象を比較したり、多数の対象者の回答を収集したりす
る量的な手続きでは、個別の地域実習の背景にあるものを見落とすリスクも大きい。本稿
においても、「学びを変換してキャリアデザインを考える」「実習固有の文化」といったA
実習に特有の学びの成果が示され、グループインタビューの妥当性が確認される。地域実
習を通した大学生の学びの成果を検討する研究においては、対象となる実習の性質と現状
を見極めたうえで、妥当な手続きを用いる必要があると考えられる。
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